














２０２３年中の救急概要 

 

 

 １．救急出場状況及び搬送人員の状況 

   2023年中の救急出場件数は4,454件、搬送人員は4,146人となっ

ています。対前年比では、出場件数が326件（7.9%）、搬送人員は238

人（6.1%）それぞれ増加しています。 

管内人口 82,454 人（令和 5 年 12 月末日現在）からみると、概ね

20人に１人が救急隊によって搬送されたこととなります。 

不搬送となった 322 件（全体の 7.2％）では、死亡、搬送辞退など

が主な理由となっています。 

   地域別の出場件数は、横手1,952件（前年1,788件）が全体の43.8％

と最も多く、続いて平鹿538件（前年 513件）、十文字480件（前年

486件）、雄物川464件（前年376件）、増田413件（前年348件）、

大森 226件（前年 269件）、大雄 195件（前年 185件）、山内 185

件（前年161件）、管外1件（前年2件）の順となります。 

   事故種別では、急病による出場件数が 70.1％と過半数を占め、次い

で一般負傷13.4％、転院搬送7.3％などとなっています。 

 また、秋田県ドクターヘリとの連携件数は8件で、このほか要請後の

キャンセルが3件、悪天候などによる未出動が9件ありました。 

 

２．傷病程度・年齢別搬送人員の状況 

2023年中の搬送人員4,146人の傷病程度は、死亡157人、重症564

人、中等症1,780人で、これらを合わせた傷病者の割合は全体の60.3％

となります。一方、入院加療を必要としない軽症者は 39.7％となってい

ます。 

また、年齢別では65歳以上の傷病者が3,064人と全体の73.9％を占

めています。 

 

 

３．医療機関別搬送人員の状況 

医療機関等に搬送された傷病者 4,146 人のうち、管内の医療機関等に

搬送された傷病者は3,813人（92.0％）、管外の医療機関等には333人

（8.0％）が搬送されています。 

管内医療機関への搬送人員は、平鹿総合病院2,490人（60.1％）、市立

横手病院992人（23.9％）、市立大森病院286人（6.9％）、その他（一

次医療機関等）45人（1.1％）となっています。 

 

４．救急活動体制の現状 

横手市消防本部では、救急救命士58名が在籍し高規格救急車7台を運

用しています。資格認定別では気管挿管並びに薬剤投与認定救命士が7名、

薬剤投与認定救命士が 51名となっており、新たに令和 5年度中に 1名、

令和6年度に1名、救急救命士の養成を計画しています。 

また、平成26年度には救急救命士を含む救急隊員の教育指導体制の構

築を目的として指導救命士制度が発足したことから、当消防本部では6名

が秋田県メディカルコントロール協議会の認定を受け救急隊員の教育指

導にあたっています。 
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